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図1 実質ＧＤＰ成長率の推移
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米国経済点描（2007.07.28） 

～2007 年第Ⅱ四半期実質ＧＤＰ成長率～ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
7 月 27 日、米国商務省経済分析局（ＢＥＡ）は 2007 年第Ⅱ四半期のＧＤＰの速報値

と２００４年第Ⅰ四半期以降の年次改訂結果を公表した。この改訂によって 2004 年か

らこれまでの経済成長率は下方に修正され、2006 年は、3.3％から 2.9％に、第Ⅰ四半

期も前回公表の年率 0.7％から 0.6％に改められた。一方、2007 年第Ⅱ四半期の実質経

済成長率の速報値は、3.4％と予想を大きく上回る高い成長となった。サービスへの民間

消費支出、輸出、非住宅構造物、在庫純増、政府支出が牽引し、この一部を住宅投資が

相殺した。貿易収支の改善は成長に 1.2％も寄与し（図 1 参照）。 
 
 今回速報値の注目点としては、GDP の 7 割強をしめる民間消費支出の伸びが、実質

ベースで第Ⅰ四半期の年率 3.7％から同 1.3％に鈍化したことである。とりわけ生活身の

回りの食料、衣料、電気・ガス、レクレーションがマイナスとなった。第Ⅱ四半期の民

間消費支出デフレータは、年率 4.3％上昇したが、その前期も同 3.7％上昇しており、ガ

ソリン等の物価上昇がじわり消費者マインドに影響を及ぼしているといえそうだ。 


